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ムラサキエビ属（テッポウエビ科）2 種の神奈川県からの初記録

長坂忠之助

Tadanosuke Nagasaka：First records of two alpheid shrimps genus Athanas 
Leach, 1814 from Kanagawa Prefecture, central Japan

緒　言

　テッポウエビ科 Alpheidae のムラサキエビ属 Athanas 
Leach, 1814は，多くの種が全長 10 mm以下の小型のエ
ビで，額角が鋭く発達すること，角膜が背面および側面
観で露出すること，第 6腹節後側方に関節小片を備える
こと，多くの種は折り畳まれた鉗脚を備え，そうでない
場合は前方に伸びた円筒形の鉗脚を備えること，第 2胸
脚の腕節が 5分節となること，および尾肢外肢の横断線
は無棘であることなどによって特徴づけられる（Anker 
& Jeng, 2007）。本属には現在のヤドリエビ属 Areteおよ
び Rugathanasに該当する種が含まれていたものの，近
年 Anker & Jeng（2007）によって再定義および細分化さ
れ，現在は世界で約 40種（Marin, 2017），国内では 11
種が知られる（林 , 1994；Hayashi, 2002；Anker & Komai, 
2010）。神奈川県においては Yokoya（1936），Miya & 
Miyake（1968）および野村ほか（1998）によって，これ
までにセジロムラサキエビ A. japonicus Kubo, 1936，ムラ
サキトゲテッポウエビ A. parvus De Man, 1910およびオ
オシマムラサキエビ A. ohsimai Yokoya, 1936の 3種が記
録されていた。
　著者が 2021年および 2022年に神奈川県沿岸で行っ
た採集調査において，アシボソヨコシマムラサキエビ
A. dimorphus Ortmann, 1894およびヤドリエビモドキ A. 
areteformis Coutière, 1903がそれぞれ複数採集された。こ
れらの標本は両種の神奈川県からの初記録および分布北
限記録となり，国内におけるムラサキエビ属の分布実態
の知見集積に際して有益と考えられるため，ここに報告
する。

材料と方法

　
　採集調査は全て手網を用いたスキンダイビングによっ
て行った。検討標本は氷殺直後にデジタルカメラで体色を
記録し，75 %エタノール水溶液で固定し，90 %エタノー
ル水溶液で保存した。後日，双眼実体顕微鏡を用いて形態

の観察を行った。標本の大きさは，額角の先端から頭胸甲
の後縁中央までの長さを頭胸甲長（CL）とし，0.1 mm単
位でデジタルノギスを用いて計測した。各部位および形
質の用語は主に林（1995）に従った。検討標本は東京海
洋大学マリンサイエンスミュージアムの節足動物門資料
（MTUF-Ar）として登録・保管されている。なお，同館
の標本番号は標本台帳上では 0を付した 5桁のものが用
いられているが、本報告では標本番号として本質的な下
2桁で示した。

結　果

ヤドリエビモドキ
Athanas areteformis Coutière, 1903

（図 1A–C）

検討標本
　MTUF-Ar 19, 2抱卵雌，CL 3.3 mm，3.5 mm，神奈川県
足柄下郡真鶴町番場浦海岸 (35° 08'31"N 139° 09'21"E), 水
深 3 m，2021年 9月 12日 , 長坂忠之助採集；MTUF Ar-
00020, 1雄，CL 4.1 mm，神奈川県三浦市三崎町荒井浜海
水浴場 (35° 09'35"N 139° 36'42"E), 水深 2 m，2022年 6月
5日 , 長坂忠之助採集。

記　載
　生鮮時の色彩：図 1A, B参照。頭胸甲は前方，中央お
よび後端に暗赤色の横帯を備え，前側 2本の間には白色
の鞍状斑を備える。各腹節は，前方に赤色横帯を備え，
後方に白色の鞍状斑を備える。尾節および尾肢内外肢は
大部分が暗赤色だが，末端付近は目立った色素を欠く。
触角柄節や胸脚には白黄色または暗赤色の斑紋が散在
し，特に鉗脚は白黄色斑が密になる。ハサミの基部は暗
色の横帯を備え，指部は白濁する。
　分布：南アフリカからソシエテ諸島にかけての紅海を
含むインド・太平洋に分布する（Chace, 1988）。国内で
は和歌山県，熊本県，慶良間諸島（阿嘉島）および石
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垣島（写真からの同定）から記録がある（三矢・三宅，
1978. A. naifaroensis と し て； 野 村，1994b；Nomura et 
al.,1996；野村・朝倉，1998；峯水，2012）。本研究は神
奈川県からの初記録であり，これまでの北限記録となる。
生息環境：標本は全て岩礁域の貝殻混じりの砂礫底に点
在する転石下から得られた。荒井浜での調査時には同属
のアシボソヨコシマムラサキエビ，セジロムラサキエビ
およびムラサキトゲテッポウエビも同様の環境から採集
された。真鶴での調査時にはムラサキトゲテッポウエビ
も同様の環境から採集された。
　備考：検討標本は，眼背棘を備えること（図 1 C），眼
下棘よりもはるかに長い眼側棘を備えること，および鉗
脚が円筒形で，折りたたまれず前方に伸びることが，林
（1995），Anker & Jeng（2007）および Sha et al.（2019）
で示されたヤドリエビモドキ A. areteformisの特徴に一致
した。
　Athanas areteformisはモルディブがタイプ産地であり，
同じくモルディブから記載された A. naifaroensis Coutière, 
1903，紅海から記載された A. erythraeus Ramadan, 1936
およびサイパンから記載された A. dubius Banner, 1956は
本種の新参異名とされている（Banner & Banner, 1960参
照）。Anker & Jeng（2007）は A. areteformisに含められ
ている上述した 3つのタクソンを再検討する必要がある

としているものの，その詳細は特に示されていないため，
本研究では A. areteformisとして報告した。また，Banner 
& Banner（1983）は眼背棘を欠くことで A. areteformisか
ら識別可能とされる，紅海から記載された A. crosslandi 
Tattersall, 1921の有効性を疑問視しており，同様に再検
討が必要である。
　野村（1994b）は A. areteformisにヤドリエビモドキと
いう仮称を提唱し，林（1995）もこの和名を使用した。
林（1995）と同年に遅れて出版された三矢（1995）は本
種に対してミツトゲムラサキエビの新称を提唱したも
のの，その後の研究者らは（野村・朝倉，1998；峯水，
2013）はヤドリエビモドキの和名を使用した。本研究で
は標準和名の変更によるこれ以上の混乱を防ぐため，よ
り広く用いられていると思われるヤドリエビモドキの和
名を使用した。
　これまで本種の分布北限は和歌山県串本であった（野
村 , 1994b）。本研究は本種の神奈川県からの初記録であ
り，本種の分布北限を神奈川県荒井浜へと更新するもの
である。

アシボソヨコシマムラサキエビ
Athanas dimorphus Ortmann, 1894

（図 2A–D）
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図 1. ヤドリエビモドキ Athanas areteformis, MTUF-Ar 20, 雄 , CL 4.1 mm.  A：全体，背面観，氷殺直後；B：全体，側面観，氷殺直後；C：
眼背棘，固定後 . 赤色矢印は眼背棘を示す .
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検討標本
　MTUF-Ar 17, 1雄，CL 5.2 mm，神奈川県三浦市三崎
町荒井浜海水浴場 (35° 09'35"N 139° 36'42"E), 水深 2 m，
2022年 6月 5日 , 長坂忠之助採集；MTUF-Ar 18，2雌，
CL 4.6 mm，5.5 mm，神奈川県三浦市三崎町荒井浜海水
浴場，水深 2 m，2022年 7月 2日，長坂忠之助採集。

記　載
　生鮮時の色彩：図 2A, B参照。頭胸甲は前端，中央お
よび後端に赤色または青色横帯を備え，前方 2つの間に
は白色の鞍状斑を備える。腹節は各節の前端および後端
に赤色または青色横帯を備え，その間に白色横帯を備え
る。尾節，触角柄節，胸脚および尾肢は赤色斑が散在する。
分布：東アフリカからニューカレドニアにかけての紅海
を含むインド・西太平洋に分布する（Chace, 1988）。さ
らに近年では，カリブ海南部やブラジルなどの大西洋
への移入も報告されている（Pachelle et al., 2011；Lira & 
Vera-Caripe, 2016）。国内では千葉県，八丈島（写真から
の同定），和歌山県，熊本県，沖縄島および慶良間諸島
（阿嘉島）から記録がある（Kubo, 1951. A. setoensisとし
て；Miya & Miyake, 1968. A. setoensisとして；菊池・三
宅，1978；野村，1994a；Nomura et al., 1996；野村・朝倉，
1998；加藤・奥野，2001；Komai et al., 2019；奥野ほか，

2021）。本研究は神奈川県における初記録となる。
　採集環境：標本は岩礁域の貝殻混じりの転石下から得
られた（前種の採集環境欄も参照）。
備　考
　検討標本は，額角が第 1触角第 2柄節末端を越えるこ
と（MTUF-Ar 18の CL 5.5 mmの雌個体を除く），眼背棘
を欠くこと，眼側棘が眼下棘よりも明らかに強く，角膜
の中ほどを越えること，眼下棘が鈍底で棘を呈さないこ
と，属内では左右鉗脚の大きさが等しいこと，触角棘が
第 1触角の第 2柄節末端を越えること（図 2C），第 3–5
胸脚の指節が単一の爪であること，および雌では第 1胸
脚腕節が掌節よりも長いことが（図 2D），林（1995）お
よび Sha et al.（2021）で示されたアシボソヨコシマムラ
サキエビ A. dimorphusの特徴に一致した。
　MTUF-Ar 18のうち，CL 5.5 mmの雌個体は額角が著
しく短く，第 1触角第 1柄節の末端に達しなかったもの
の（図 2C），その他の形態は前述した本種の特徴に一致
したため，種内変異または脱皮不全によるものと考えた。
MTUF-Ar 18のうち，CL 4.6 mmの雌個体は腹部に寄生
生物が付着していた（図 2B）。本研究では標本の損傷を
防ぐため，寄生生物が付着した状態で保存した。
　Athanas dimorphusのタイプ産地はタンザニアであり，
日本の和歌山県白浜から記載された A. setoensis Kubo, 
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図 2. アシボソヨコシマムラサキエビ Athanas dimorphus. A and B：MTUF-Ar 18, 雌 , CL 4.6 mm； C and D：MTUF-Ar 17, 雌 , CL 5.5 mm. A：
全体，背面観，氷殺直後；B：全体，側面観，氷殺直後；C：第 1 触角および眼棘，固定後；D：左第 1 歩脚，固定後 .
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1951およびタイから記載された A. dimorphus seedang 
Banner & Banner, 1966は本種の新参異名とされている
（Banner & Banner, 1973参照）。Anker & Jeng（2007）や

Anker & De Grave（2016）は A. dimorphusに含められて
いる上述した 2つのタクソンを再検討する必要があると
しているものの，その詳細は示されていないため，本研
究では A. dimorphusとして報告した。
　三矢・三宅（1978）は本種に対してアシボソヨコジマ
ムラサキエビの新称を提唱したが，その後の研究者ら（野
村，1994a；林，1995；三矢，1995；野村・朝倉，1998；
奥野ほか，2021など）は本種の和名をアシボソヨコシ
マムラサキエビとしている。本研究では標準和名のこれ
以上の混乱を防ぐため，より広く用いられているアシボ
ソヨコシマムラサキエビの和名を使用した。
　これまでの本種の分布北限は千葉県勝浦であった（奥
野ほか , 2021）。本研究は本種の神奈川県からの初記録
であり，本種の分布北限を神奈川県荒井浜へわずかに更
新するものである。

考　察

　これまで神奈川県内で記録されていたムラサキエビ属
はセジロムラサキエビ，ムラサキトゲテッポウエビおよ
びオオシマムラサキエビの 3種のみであった（Yokoya, 
1936；Miya & Miyake, 1968；野村ほか , 1998）。本研究に
おいても前 2種は確認されたが，オオシマムラサキエビ
は確認することができなかった。この種は本研究の調査
地でもある荒井浜付近がタイプ産地であるが，原記載以
降は黄海南部から南シナ海にかけての中国沿岸から複数
の標本に基づいた報告が 1例あるのみである（Sha et al., 
2019）。ただし，中国からの記録については原記載と比
較して触角棘の長さおよび歩脚に付随する紐状副肢の配
置に差異が認められること（Sha et al., 2019），タイプ産
地から地理的に離れていることから再度検討する必要が
あると考えられる。
　本研究において，ヤドリエビモドキおよびアシボソヨ
コシマムラサキエビはムラサキトゲテッポウエビと同所
的に確認されたものの，野村ほか（1998）による神奈川
県における調査ではムラサキトゲテッポウエビのみが確
認されている。また，アシボソヨコシマムラサキエビ
については紀伊半島より北方からの記録が長年なかっ
たものの，近年千葉県および神奈川県から抱卵個体を含
む複数の標本が得られた（Komai et al., 2019；奥野ほか，
2021；本研究）。これらの事実から，ヤドリエビモドキ
およびアシボソヨコシマムラサキエビが近年分布域を北
方へ拡大したことが推察される。2種の分布拡大が元々
生息していた種へ与える影響の分析およびオオシマムラ
サキエビの標本獲得のために，今後も県内におけるムラ
サキエビ属の継続的な調査が求められる。
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